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本書では、手続き型からオブジェクト指向へ向かうプログラミングの
進化の道筋を辿りながらアルゴリズム的思考とプログラミング的思考を
培い、Google Colaboratory を使ったプログラミング力と計算論的思考
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第 1 章はプログラミング全般に関わる説明、第 2 章はプログラミング
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解説。第 10 章はオブジェクト指向プログラミング（OOP）の基本的な
考え方、およびクラスやオブジェクトの作り方、第 11 章は Anaconda
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